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－ １ － 

１．事業概要：一般国道１５３号足助バイパス 
（１）事業目的 

＜凡例＞ 

足助バイパス 

高速道路 

一般有料道路 

一般国道 

国道153号 

市町村境 

IC 

至 

飯
田
市 

至 

名
古
屋
市 

富岡町西洞 

今朝平 

旧国道１５３号 

足助市街地 

：足助市街地 

 一般国道１５３号は、名古屋市から豊田市・飯田市等を経て塩尻市に至る延長約２２０kmの道路です。 

 一般国道１５３号足助バイパスは、交通混雑の緩和、足助地区での歩行者交通の安全確保、線形不良区間の

解消を目的とした延長４.０kmのバイパス事業で、平成２２年１０月３０日までに全線開通しました。本事業により、

観光期の交通混雑緩和や歩行者の交通の安全確保、地域の観光活性化、経済の活性化等のストック効果が発

現しています。 
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H20年3月撮影 
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１．事業概要：一般国道１５３号足助バイパス 

－ ２ － 

（２）計画概要 

事業名 一般国道１５３号 足助バイパス 
道路規格 第３種第２級 

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ 

車線数 完成２車線 

都市計画決定 － 

事業化 昭和５７年度 

用地着手年度 昭和６２年度 

工事着手年度 昭和６３年度 

事業完了年度 平成２２年度 

延長 ４．０ｋｍ 

前回の再評価 平成１９年度 
（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 １６０億円 

B/C １．１ 

あ すけ 標 準 断 面 図 

＜土工部＞ ＜橋梁部＞ ＜トンネル部＞ 

（単位：m） 
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２．評価の視点：一般国道１５３号足助バイパス 

－ ３ － 

（１）地域と協働したストック効果の取りまとめについて 

■足助バイパスの全線開通から５年が経過したことを契機に、住民・企業など各種団体・行政が一体となって、
地域に発現したストック効果を取りまとめました。 

■取りまとめたストック効果は、検討会に参画いただいた地域の代表者と協働で発信し、地域への浸透を図って
います。 

■検討会の構成 ■検討会のようす 

■取りまとめた結果は道の駅や商工会等で発信 

～地域と一緒に作りあげるストック効果～ 

国道１５３号足助バイパスのストック効果検討会 構成図 

＜足助地区部会＞ ＜稲武地区部会＞ 

ス
ト
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ク
効
果
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ま
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ス
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ッ
ク
効
果
の
広
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（事務局） 
国土交通省中部地方整備局 名四国道事務所 調査課 

【事業主体】 

豊田市役所社会部 
足助支所 

・足助自治区 

・足助商工会議所 

・足助まちづくり推進協議

会 

・足助観光協会 

・とよた山里ホールディン

グス 

・足助地域活性化協議会 

・豊田市役所建設部地域建

設課 

・ＪＡあいち豊田 

・地域の中核企業（２社） 

・稲武商工会 

・いなぶ観光協会 

・道の駅どんぐりの里 

・豊田森林組合稲武支所 

・豊田市会社福祉協議会稲

武支所 

 
協力依頼 協力・報告 

足助地区部会（平成27年8月開催） 稲武地区部会（平成27年8月開催） 

＜整備効果を冊子で取りまとめ＞ 

協力依頼 協力・報告 

豊田市役所社会部 
稲武支所 

協力依頼 協力・報告 

協力依頼 協力・報告 



■足助市街地の通過交通は、観光期に混雑する香嵐渓付近を迂回できるようになり、交通混雑が緩和しました。 
■足助市街地から通過交通が排除され、通学児童をはじめとする歩行者の安全性や安心感が高まりました。 

２．評価の視点：一般国道１５３号足助バイパス 

－ ４ － 

旧国道１５３号１本に 
交通が集中 

足助バイパス完成前(旧国道１５３号) 足助バイパス完成後(旧国道１５３号) 

足助バイパスに通過交通が
迂回し、現道も渋滞緩和 

至 名古屋市 

至 飯田市 

H26年11月撮影 

１ １ 

至 名古屋市 

至 飯田市 

H19年11月撮影 

（２）事業の効果等に関する視点   ①交通混雑緩和／歩行者の安全確保 

■足助市街地を迂回する足助バイパスが開通し、通過交通が転換 

■通過交通がなくなり、歩行者の安全性や安心感が向上 

足助バイパス完成前(旧国道１５３号) 足助バイパス完成後(旧国道１５３号) 

通過交通が生活圏内に入り込み 
歩行者の通行が危険 

市街地内の交通量が減少し 
歩行者の安全性が向上 

至 名古屋市 至 名古屋市 

H19年6月撮影 H27年9月撮影 至 飯田市 至 飯田市 

２ ２ 
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（分） 約１時間短縮 

最大 
４６分※ 

最大 
１時間４７分 

位置図 
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：足助バイパス ：旧国道１５３号 

：足助市街地 ：愛知高原国定公園 
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H7開通 

H20開通（バイパス部） 

H22開通 

豊
岡 

13,100  

5,200  

6,700  

0

5,000

10,000

15,000

BP部完成前

(H18) 

全線開通後

(H26) 

現道（国道153号） 

足助バイパス 

＜観光ピーク期の足助地区所要時間＞ 

出典：旅行速度調査（開通前：H18.11、開通後：H26.11） 

＜観光ピーク期の交通量（全車）＞ 

昼
間
12
時
間
交
通
量
（台
／
12
ｈ
） 

対象区間：富岡町西洞交差点→足助大橋西交差点 

※足助大橋西交差点より旧国道１５３号からの交通が 
流入しバイパスからの交通の流れを妨げられる 

６割がバイパス 
に転換 

11,900 

出典：旅行速度調査 
  （開通前：H18.11、開通後：H26.11） 

（時間帯） 

２ 



足助バイパス完成前(旧国道１５３号) 

（２）事業の効果等に関する視点   ②走行性の改善／線形不良箇所の解消 

２．評価の視点：一般国道１５３号足助バイパス 

－ ５ － 

■足助バイパスの開通により、通過交通がバイパスに転換 

■足助市街地を迂回可能なバイパスが開通し、大型車の約７割がバイパスルートへ転換しました。 
■道路線形が改良されたことで急カーブ※区間が解消され、救急搬送時の患者さんの負担も軽減しています。 
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BP部完成前 全線開通後 

現道（旧国道153号） 足助バイパス 
出典：交通量調査（H18.6、H27.6） 

＜大型車交通量の変化＞ 
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足助バイパス完成前(旧国道１５３号) 

H14年6月撮影 H27年4月撮影 

足助バイパス完成後(バイパス) 

至 名古屋市 

至 飯田市 

至 名古屋市 

至 飯田市 

恵那山トンネル 
(危険物積載車両通行規制) 

位置図 
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：自動車専用道路 
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急カーブにより走行性が悪い 線形改善し、救急搬送の４割で利用 

至 名古屋市 

至 飯田市 

Ｈ27年10月撮影 H17年6月撮影 至 名古屋市 

至 飯田市 

■急カーブ※区間が解消し、救急搬送時の安定走行が可能に 

※急カーブ：最小半径70m以下 

至 名古屋市 

旧国道１５３号 

足助 
バイパス 

富岡町西洞 

Ｈ22年3月撮影 

バイパス開通により 
急カーブ※箇所を 

回避 

名古屋 
地域 

足助バイパス(国道１５３号) 

⇒伊那地域への 
石油供給ルート 

古い 
町並み 

足助バイパス完成後(バイパス) 

５ ４ 

＜救急搬送における 
足助バイパスの利用状況＞ 

※総救急出動回数（H26.4～H27.3）：819回 

 

救急搬送時の安定走行が可能に 
・曲がりくねった道路を走る必要がなくなり、迅速かつ患者
さんへの負担が少なく搬送できるようになりました。 

・豊田市中心部（トヨタ記念病院など）へ搬送する場合に、
足助バイパスは有用であり、利用しています。 

＜利用者の声＞ 

出典：豊田市消防本部足助消防署 

消防署職員 

335
回 484

回 

至 飯田市 

年間３３５回 
の救急搬送 

に活用 
（全体の４割） 

３ 

５ 

４ 

３ 



：旧国道１５３号 ：足助バイパス 

豊田市 
至 

名
古
屋
市 

至 

飯
田
市 

：国道１５３号 

香嵐渓 

古い町並み 

－ ６ － 

２．評価の視点：一般国道１５３号足助バイパス 

■足助バイパス開通に伴う、市街地の一体感形成 
位置図（BP開通前） 

位置図（全線開通後） 

出典：ヒアリング調査 

＜関係者の声＞ 

バイパス整備と併せて、地域の景観整備が加速 

・足助は観光を売りにする町であり、旧街道沿いの古い町並みを大
切な観光資源として整備してきました。 

・バイパス開通後は、それまでの古い町並みの整備にとどまらず、
香嵐渓地区とのイベント開催も企画できるようになりました。 足助商工会 

国道153号で香嵐渓と古い町並みが分断 

香嵐渓 古い町並み 

旧国道153号 

市街地の分断が解消 

足助バイパス 

通過交通が 

バイパスに転換 
車両の通行を規制した 

祭事等の開催が容易に 

（３）事業の効果等に関する視点   ①観光活性化（観光まちづくりの促進） 

■足助地区は、観光の中心である「香嵐渓」と「古い街並み」の地域が旧国道１５３号の通過交通等で、 ２つに分

断されていました。足助バイパス整備を契機として「古い町並み」の景観整備を行う等バイパス整備が観光まち
づくりの促進につながっており、「香嵐渓」地区と一体となったイベントが企画できるようになりました。 

＜古い町並みと香嵐渓が一体となったイベントの例 
（中馬のおひなさん：２～３月）＞ 

旧国道１５３号 

香嵐渓 

古い町並み 

資料提供：足助観光協会 

写真提供：豊田市役所足助支所 

・足助地区は、旧街道沿いの元宿場町であり、バイパス整備と併せて古い町並みを整
備。官民が連携し、古い町並みの再構築として、無電柱化工事（H21～H25年度、
L=1,790m整備）などを行い、H27に第10回町並み大賞を受賞。 

＜古い町並みの景観整備により街のにぎわいが創出＞ 

景観整備前 景観整備後 1 H23年8月撮影 H26年2月撮影 

H7開通 

H20開通（バイパス部） 

H22開通 

豊田市 
至 

名
古
屋
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至 

飯
田
市 

香嵐渓 

古い町並み 

H7開通 

H20開通（バイパス部） 

H22開通 

通過交通は 
バイパスに転換 

1 
無電柱化整備箇所 

足
助
バ
イ
パ
ス 



オフピーク期の 

観光客が増加 

・旧国道１５３号の道路敷を活用しやすくなり、 

街全体が一体となった“面の観光”が可能に 

・オフピーク期のイベントの規模が拡大 

＜足助バイパス開通前後でのオフピーク期観光客数の変化＞ 

－ ７ － 

■足助バイパスの開通を契機に、観光まちづくりが促進された結果、街全体が一体となった“面の観光”が実現し
ました。年間を通したイベント開催により、オフピーク期でも観光客が増加しています。 

２．評価の視点：一般国道１５３号足助バイパス 

出典：ヒアリング調査 

＜関係者の声＞ 

■秋の香嵐渓以外での時期の観光客が増加 

街全体が一体となった“面の観光”が実現 

・足助バイパス開通後は、香嵐渓と古い 
町並みが一体になり、これまでよりも 
規模の大きなイベントが実施できるよ 
うになり、“点の観光”から“面の観 
光”に変わりました。 

足助地域 
活性化協議会 

483 557 

300

400

500

600

BP部開通前(H17) 全線開通後(H26) 

出典：足助観光協会 

観
光
客
数
（百
人
） 
街の一体化および通年観光地化を進めたことで、

年間約７千人の観光客増加に寄与 

百人 
百人 

足助バイパスの 

整備 

市街地への 

流入交通が半減 

（３）事業の効果等に関する視点  ②観光活性化（観光客数の増加） 

11月 ２・３月 ８月 ４月 １０月 

香嵐渓もみじまつり 足助春まつり 

５月 

たんころりん 

写真・資料提供：足助観光協会 

＜年間を通して開催される足助のイベント＞ 

中馬のおひなさん 足助まつり あすけルネッサンス 

景観整備とも相俟って、当初
15件の展示軒数が10倍に 

街全体を活用したスタンプラ
リーや新たなイベントが開始 

道路敷を活用した山車の
引き廻しが盛大に 

道路敷を活用した山車の引き廻しが
盛大に 

景観整備と相俟って、提灯の陳列エリ
アが拡大 



設楽町 

■足助市街地の渋滞回避により、物流が効率化しています。 
■稲武地域に立地する部品メーカーＡ社では、製品出荷のために委託していたトラックの台数削減が可能とな
り、輸送コストの削減を実現しています。 

■部品メーカーＡ社の出荷ルート 

２．評価の視点：一般国道１５３号足助バイパス 

－ ８ － 

■足助バイパスの利用による物流効率化とコスト削減効果 

外注：２台×各１往復 外注：１台×２往復 

足助バイパス完成前：足助市街経由    足助バイパス完成後：足助市街迂回    

時間短縮により１台委託となり、
委託費用を約３割削減 

Ａ社 

配送時間に渋滞時の余裕時間
を持たすため２台委託 

稲武地区 
部品メーカーＡ社 

岡崎市 
部品工場 

国道１５３号 
足助バイパス 

Ｌ＝４．０ｋｍ 

位置図 

至 

名
古
屋
市 

至 

飯
田
市 

顧客 Ａ社 

出荷担当者 

顧客への効率的な納品が可能に 

・足助バイパスの開通により、所要時間が読めるように
なったことで、道路利用が便利になりました。 

・足助バイパス開通前は、地区外の運送業者から敬遠さ
れていましたが、足助バイパスの開通による運送エリ
ア拡大をうけ、急な注文にも応じてくれるようになり
ました。 

＜利用者の声＞ 

出典：ヒアリング調査 

出典：ヒアリング調査 

足助市街地 
顧客 

委託 

1台目 

委託 

2台目 
委託1台目 

が2往復 

顧客 Ａ社 

豊田市 

岡崎市 
新城市 

・Ａ社は、昭和４3年より操業開始。 
・自動車のリフレクター（自動車ライ

トの反射板）を製造しており、国内
外の自動車メーカーに納品。 

・ポリカーボネート樹脂を用いた交通
信号灯器の量産を手掛ける。昭和５
２年には警察庁の認定品として仕様
化され、中小企業庁長官賞も受賞。 

写真提供：Ａ社 

拡大図（足助地区） ：足助バイパス 

：旧国道１５３号 

足助市街地の信号交差点 
５箇所を回避 

富
岡
町 

西
洞 

足
助 

大
橋
西 Ａ社 

足助市街地 
顧客 

委託 

1台目 

したら ちょう 

しんしろ し 

H27年4月撮影 

1 

2 

：出荷ルート ：国道１５３号 
＜凡例＞ 

（３）事業の効果等に関する視点   ③物流効率化 

足助バイパス完成前(旧国道１５３号)   足助バイパス完成後(バイパス)    
混雑する市街地の通過
により時間を要していた
物流の定時性が確保 

H16年11月撮影 H27年4月撮影 

至 名古屋市 

至 飯田市 

2 1 

至 名古屋市 

至 飯田市 

＜地域経済を支えるＡ社＞ 



地域経済が 
好循環 
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BP部開通前(H19) 全線開通後(H27) 
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・道路整備に前後して沿線に企業が進出し、整備効果発揮により沿線企業の
収益性が向上し、ひいては民間投資の拡大につながる。 

２．評価の視点：一般国道１５３号足助バイパス 

－ ９ － 

■足助バイパスの開通に伴い、域外との取引が増加 

＜道路整備を契機とした地域経済の好循環 （イメージ）＞ 

足助バイパスの整備 

（⇒山間部アクセス改善・
渋滞緩和等） 

所要時間短縮・定時性向

上による取引増 

沿線企業の収益性向上 民間投資の拡大 

■対象エリア企業の収益性が向上 

H19⇒H27で 
利益が増大 

 

１５社 
（６２．５％） 

不変 
 

２社 
（８．３％） 

約６割の企業が 
利益拡大 

出典：TSR企業情報ファイル（（株）東京商工リサーチ） 

＜沿線企業の利益の変化(H19⇒H27)＞ 

位置図 

名古屋 
都市圏 

旧 
豊田市 西日本 

東日本 

国道１５３号 
足助バイパス 

３１社⇒４６社 

＋１５社 
２２社⇒３４社 

＋１２社 

３２社⇒５９社 

＋２７社 

３社⇒８社 

＋５社 

出典：TSR企業相関ファイル（（株）東京商工リサーチ） 

旧足助町 
（山側） 

旧 
旭町 

旧 
稲武町 

対象エリア 

豊田市 

名古屋市 

設楽町 
したら ちょう 

新城市 
しんしろ  し 

足助ＢＰ開通後、
域外企業との取引

が約７割増加 

＜対象エリア企業の企業間取引の変化 (H19⇒H27)＞ 

５２社⇒８５社 

＋３３社 

三河 
地域 

伊勢湾岸自動車道 

 418 

 151 

 473 

 301 

 155 

 258 

＜凡例＞■取引先の増加量（H19⇒H27）                          

         ：+50～40%     ：+40～30%     ： +30～20%      ：+20%～10%     ：+10～0% 

（３）事業の効果等に関する視点   ④地域経済の活性化（ビックデータで見る効果） 

■バイパス整備が山間部に立地する企業の取引先拡大に貢献し、地域経済の好循環を促しています。 
■対象エリア（旧足助町、旧旭町、旧稲武町）２４社を対象に調査した結果、これまで取引の少なかった西日本や
東日本エリアに立地する企業との取引が約７割増加しており、民間投資の拡大へとつながります。 

＜対象企業＞ 
旧旭町・旧稲武町・旧足助町山間部に
立地し、域外との取引がある企業のう
ち、アンケート回答のあった企業２４社 

＜対象企業＞ 
対象エリア（旧旭町・旧稲武町・旧足助町
山間部）にＨ１９時点で立地し、域外に取引
先を持つ企業３９社 

１４０社 

２３２社 

出典：TSR企業相関ファイル（（株）東京商工リサーチ） 

24社対象 

H19⇒H27で 
利益が減少 

 

７社 
（２９．２％） 



４．対応方針（原案） 

－ １０ － 

（１）今後の事業評価の必要性 

■一般国道１５３号足助バイパスは事業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現していることから、今後
の事後評価の必要はないと考えます。 

（２）改善措置の必要性 

■一般国道１５３号足助バイパスは、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと考え
ます。 

■今後は、一般国道１５３号の各区間における交通状況を踏まえ、必要性に応じてバイパス整備や局部改良等
を検討します。 

（３）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 

■一般国道１５３号足助バイパスは当初の整備目的どおりの効果を確認していることから、同種事業の計画・調
査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性はないと考えます。 
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